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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   9/52     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月11日(2015.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランザクショナルミドルウェアマシン環境においてロックメカニズムをサポートする
ためのシステムであって、
　複数のプロセッサ上で作動するオペレーティングシステムによって提供されるセマフォ
を備え、複数のプロセッサは共有メモリ中のデータにアクセスするように動作し、さらに
、
　１つ以上のプロセスに関連付けられるテストアンドセット（ＴＡＳ）アセンブリコンポ
ーネントを備え、各前記プロセスは、共有メモリ中のデータについてのロックを取得する
ために、ＴＡＳアセンブリコンポーネントを用いて１回以上のＴＡＳオペレーションを行
なうように動作し、
　ＴＡＳコンポーネントが特定数のＴＡＳオペレーションを行ない、ロックの取得に失敗
した後、プロセスは、セマフォ上でブロックされ、共有メモリ中のデータに対するロック
の解除を待機するように動作する、システム。
【請求項２】
　トランザクショナルミドルウェアマシン環境においてロックメカニズムをサポートする
方法であって、
　複数のプロセッサ上で作動するオペレーティングシステムに関連付けられたセマフォを
提供することを備え、複数のプロセッサは、共有メモリ中のデータにアクセスするように
動作し、さらに、
　共有メモリ中のデータについてのロックを取得するために、１つ以上のプロセスによっ
て、テストアンドセット（ＴＡＳ）アセンブリコンポーネントを用いて１回以上のＴＡＳ
オペレーションを行なうことと、
　ＴＡＳコンポーネントが特定数のＴＡＳオペレーションを行ない、ロックの取得に失敗
した後に、プロセスによってセマフォ上でブロックし、共有メモリ中のデータに対するロ
ックの解除を待機することを備える、方法。
【請求項３】
　複数の同時トランザクションがある場合に、共有メモリ中のトランザクションデータを
保護することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　ＴＡＳオペレーションの許容される特定最大回数であるスピンカウントを使用すること
をロックメカニズムに許可することをさらに備える、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　メタデータにおいてスピンカウントをあらかじめ構成することをさらに備える、請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　ハードウェアコンフィギュレーションおよびアプリケーションシナリオの両方に基づい
てスピンカウントを動的に決定することをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　特殊なプロセスを用いてスピンカウントを周期的に決定することをさらに備える、請求
項４に記載の方法。
【請求項８】
　スピンカウントはアルゴリズムを用いて動的に決定され、アルゴリズムは、
　先の期間のスピン失敗の回数がスピン失敗限度を越え、先の期間のＣＰＵアイドル比率
がＣＰＵアイドル比率限度未満である場合、スピンカウントは先の期間のスピンカウント
から増大され、
　ＣＰＵアイドル比率がＣＰＵアイドル比率限度を越えた場合、スピンカウントは先の期
間のスピンカウントから減少されることを特定する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ＴＡＳオペレーションを特定回数試みた後でプロセスがデータに対するロックの取得に
失敗した場合、スピン失敗が発生する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ロック所有者が覚醒してロックを解除する際に、セマフォを用いてロックを取得するこ
とをさらに備える、請求項２～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　最適値を見つけるために、スピンカウントを手動で微調整することをさらに備える、請
求項２から１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項２～１１のうちいずれか１項に記載の方法をコンピュータに行なわせる、プログ
ラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】
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